
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
第
11
回
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆

　

コ
キ
ー
ズ
演
奏
会

【
日
時
】
５
月
28
日
（
日
）

　

13
時
30
分
開
場
・
14
時
開
演

※

入
場
無
料

【
場
所
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
主
な
演
奏
曲
】
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
・
ア
ロ
ハ
オ
エ
・
歓
喜
の

歌
・
知
床
旅
情　

ほ
か

※

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
谷
誠
郎
☎
52
・
４
８
３
２

◆
『
声
の
広
報
』
音
声
訳

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と
は
、

視
覚
障
害
の
方
の
た
め
に
文
字

情
報
な
ど
を
音
声
訳
し
て
お
届

け
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

香
南
市
・
香
美
市
の
方
を
対

象
に
、
広
報
誌
の
音
声
訳
を
し

て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
程
】
６
月
24
日
（
土
）
・
７

月
１
日
（
土
）
・
８
日
（
土
）
・
15

日（
土
）※

４
日
全
て
受
講
の
こ
と

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
野
市
中
央
公
民
館

（
香
南
市
野
市
町
西
野
534-

１
）

【
対
象
】
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
で
、
音
声
訳
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な
方

【
定
員
】
10
人

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
申
込
締
切
】

６
月
10
日
（
土
）
必
着

【
講
師
】
塩
田
正
興
さ
ん
（
元

Ｒ
Ｋ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

※

６
月
24
日
（
土
）
予
定

【
資
料
代
】
１
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
音
声
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
申
込
と
記
載
の
上
、

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④

年
齢
⑤
音
声
訳
経
験
の
有
無
⑥

電
話
番
号
⑦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
し
て
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と

〒
780-

０
０
２
１

高
知
市
中
秦
泉
寺
365
番
地
２

　

０
８
８
・
８
０
３
・
９
２
８
８

   o
n
n
y
a
k
u
0
8
@

y
a
h
o
o
.c

o
.jp

☎
080
・
３
１
６
８
・
８
８
２
４

（
濱
田
）

◆
第
６
回
物
部
川
こ
ど
も
祭

「
こ
ど
も
の
文
化
を
発
信
」

「
物
部
川
流
域
の
交
流
と
活
性

化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
子
ど

も
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

子
ど
も
が
楽
し
め
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
物

部
川
流
域
の
グ

ル
メ
販
売
も

あ
り
ま
す
。

ぜ

ひ

皆

さ

ん

で

お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
『
物
部
川
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
』
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

h
ttp

://b
lo

g
.g

o
o
.n

e
.jp

/m
o

n
o
b
e
g

【
日
時
】
５
月
28
日
（
日
）

10
時
～
15
時　

※

小
雨
決
行

【
場
所
】
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
前
広
場
（
健
康
セ
ン

タ
ー
セ
レ
ネ
前
広
場
）

【
主
催
】

物
部
川
こ
ど
も
祭
実
行
委
員
会

【
内
容
】

◆
ス
テ
ー
ジ

　

小
松
美
琴
、
い
ざ
な
ぎ
流
、

　

こ
ど
も
韮
生
太
鼓
、
高
知
県

　

警
マ
モ
ル
マ
ン
、
ね
え
や
ん

　

ず
、
紫
苑
流
、
タ
ツ
ヤ
ズ
・

　

フ
ァ
ン
ク
・
ダ
ン
ス
ク
ル
ー
、

　

ミ
ン
ト
グ
リ
ー
ン
ブ
レ
ス
他

◆
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

竹
ト
ン
ボ
作
り
、
森
の
ゆ
う

　

え
ん
ち
、
間
伐
材
で
作
る
動

　

物
や
恐
竜
、
木
工
品
と
ど
ん

　

ぐ
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
バ
ス
見
学
、

　

起
震
車
体
験　

他

◆
物
販
コ
ー
ナ
ー

　

ア
メ
ゴ
塩
焼
き
、
イ
モ
天
、

　

五
目
寿
司
、
土
州
焼
き
、
た

　

こ
焼
き
、
香
南
に
ら
塩
焼
そ

　

ば
、
南
国
米
粉
カ
レ
ー
パ
ン
、

　

生
姜
焼
き
コ
ロ
コ
ロ
鰹
、
ア

　

イ
ス
ク
リ
ン　

他

※

プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
の
場
合
あ
り

【
問
い
合
わ
せ
先
】
物
部
川
こ

ど
も
祭
実
行
委
員
会
・
奥
宮

☎
090
・
３
４
６
１
・
７
９
９
８

た
だ
い
ま

No.１２０

太陽のこどもたち　  おかもとあつしＣ

２６Kami

掲　

示　

板

　

ま
た
、
グ
ル
メ
で
は
早
茶
や

果
蒸
粽
が
有
名
で
す
。
早
茶
は

休
み
の
日
の
楽
し
み
で
す
。
日

本
の
方
に
と
っ
て
は
飲
茶
と
言

っ
た
方
が
な
じ
み
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
朝
と
昼
の
間

に
お
い
し
い
点
心
な
ど
を
食
べ

な
が
ら
お
茶
を
飲
み
、
皆
と
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
過
ご
す

こ
と
で
す
。
果
蒸
粽
は
粽
の
一

種
で
、
米
や
肉
、
豆
な
ど
を
葉

で
巻
い
て
蒸
し
た
も
の
で
す
。

お
い
し
い
で
す
よ
。 

　

香
美
市
は
き
れ
い
で
静
か
な

と
こ
ろ
で
す
ね
。
香
美
市
の
皆

さ
ん
へ
、
私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
今
日
も
お

元
気
で
！
」
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
ニ
ー
ハ

オ
。
私
は
孔
敏
芳
で
す
。
平
成

28
年
９
月
に
、
中
国
広
東
省
肇

慶
市
か
ら
、
高
知
工
科
大
学
で

特
別
研
究
学
生
と
し
て
人
工
知

能
を
勉
強
す
る
た
め
に
香
美
市

へ
来
ま
し
た
。

　

研
究
は
と
て
も
面
白
い
で
す
。

将
来
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
り

た
い
で
す
が
、
大
学
教
育
に
携

わ
る
仕
事
に
も
興
味
が
あ
り
ま

す
。

　

趣
味
は
卓
球
と
写
真
を
撮
る

こ
と
で
す
。
日
本
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
い
で
す
し
、
人
と
話

し
た
い
で
す
か
ら
日
本
語
が

上
手
に
な
り

た
い
で
す
。

　

肇
慶

市
に
は
、

西

江

川

や
鼎
湖
山
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

孔
敏
芳
（
コ
ン
・
ミ
ー
フ
ァ
ン)

中
国
／
広
東
省
肇
慶
市

２６KamiKami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

神秘の荒行、火渡りに挑戦できるんです

　物部町神池には高板山への登山口があります。こ

の山は古くからいざなぎ流の修行の場で、いわば霊

山。この地でいまも続く火渡りを体験してきました。

　神池は山の上の開けた集落で、「人かと思って声

を掛けたのに…」というくらいよくできたカカシが

たくさんいる面白い地域。

　さて、神池の大日寺を横目に山の方へ。結構な勾

配。早くも修行が始まっているのか。森の中をしば

らく進むと、見えてきました高板山不動明王堂。境

内は手入れが行き届き、中央にはヒノキの枝を積み

重ねた高さ３㍍の祭壇『柴灯護摩』が。なるほど、

これを燃やすのですね。入り口では優しそうな地元

の女性が手招

き。振る舞い

茶とけんかも

ち（ さ つ ま 芋

と里芋を使っ

たスイーツ）

をごちそうに

なりました。

　日が落ち月が出てくる

と辺りは暗闇。境内を一

歩出れば手探り状態です。

神聖な雰囲気に振り返れ

ば、さっきまで談笑して

いたおじさんたちが白装

束に着替え柴灯護摩の周

りに集まっていました。

白装束の皆さんによる儀式と読経により、境内はい

やが上にも神秘的な空間に飲み込まれていきます。

　さあ、いよいよですよ！護摩に火が付けられ、炎

が勢いよく燃え上がります。そして勢いが収まって

くると熾火にしてならし、火渡りの準備完了。まず

は修験者が歩きます。マグマのように赤々と光る灰

の上を「エイッ！」といってスタスタスタ。熱くな

いの？その後一般参加の人たちが列になって歩き出

し、いよいよ自分の番。内心ドキドキですが、僕の

少し前を５歳くらいのちびっこがスタスタ渡って行

ったので３７歳の僕がやめるわけにはいきません。

「エイッ！」スタスタスタ。約３㍍の道のりを見事

踏破！熱くないわけではありません。でも立ち止ま

らなければ大丈夫。いやぁ、いい経験になったなぁ。

　さて、歴史、文化、宗教と、さまざまな側面のあ

る火渡りですが、何より強く感じたのは地域の絆で

した。人と人がつながり顔を合わせる場。久しぶり

に会う人を迎え、話に花を咲かせる。そのやりとり

にこちらまで温かな気持ちになりました。（小松）

平家伝説が残る高板山の麓
神池に伝わる火渡りの荒行

残る高高高板板板山山の

体験レポート

さいとうごま

こうのいたさん

おきび

　　
(山田高校マンガ部)
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ち
ま
き

グ
オ 

ゼ
ン 

ゾ
ン

▲いざ火渡り！

▲大祭は４月９日と１０月９日の年２回

※

詳
し
い
場
所
や
日
時
に
つ
い
て
は
、
物
部
支
所
地
域
振
興
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
☎
52
・
９
２
８
９
）
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